
 

 

 

 

平成平成平成平成 30303030 年第年第年第年第 1111 回定例会報告回定例会報告回定例会報告回定例会報告    
会派会派会派会派のののの代表質疑代表質疑代表質疑代表質疑でででで市長市長市長市長････副市長等副市長等副市長等副市長等のののの答弁答弁答弁答弁がががが行行行行われましたわれましたわれましたわれました。。。。    
以下以下以下以下、、、、近藤近藤近藤近藤ちずちずちずちず子議員子議員子議員子議員がががが担当担当担当担当したしたしたした項目項目項目項目････内容内容内容内容についてについてについてについて報告報告報告報告しますしますしますします。。。。    
    

    

◎国土強靭化について 
・昨年は国内でも豪⾬や台風の
影響で甚大な被害が発生した。 
本年の北陸地⽅での大雪の被害など
国土強靭化の必要性を痛感する。 
私共公明党の強い要望で千葉市で
もやっと「千葉市国土強靭化地域
計画」の策定が⾏われているが、
本市の脆弱性をどのように評価し
て計画が策定されたのか、計画の
特徴を伺うと共に、30 年度予算へ
の反映状況と計画策定後の進捗
管理について問う。 
 
 
 
 
◎保健福祉センターについて 
・千葉市の保健福祉センターは区に
おける地域福祉の拠点として、平成
22 年全区に整備がなされ、超⾼齢社会
の中での役割はますます重要となっ
てきている。 
⼀⽅で、本市ではセンターの所⻑と
⾼齢障がい⽀援課⻑が兼任しており､
新年度、保健福祉総合相談窓⼝を
廃止して電話相談を集約する予算が
計上された。 
保健福祉センターの充実を願って、
保健福祉センターの所長の役割を
どのように評価しての組織人事なの
か伺うと共に、これまでの保健福祉
総合相談窓口の課題及び解決に向け
ての取り組みを問う。 

 
・計画の策定にあたっては、事前に備えるべき
8 つの目標を定め、本市にとって起きてはなら
ない最悪の事態を 43 のリスクシナリオに設定
しました。リスクを減らすための施策にむけ
て、本市の脆弱性の分析・評価を⾏いました。 

本市の特性をふまえて独自に重点化すべき視点
として「市の職員・施設等の被災による機能の
大幅な低下」「コンビナート・重要な産業施設の
損壊、火災、爆発等」「地域コミュニティの崩壊、
治安の悪化等により復旧・復興が大幅に遅れる
事態」については当計画の特徴と考えます。 
・計画目標を達成するため 115 の事業をアク
ションプランとして定め、30 年度事業では、
95 事業、約 300 億円を⾒込んでいます。数値
目標等を活⽤して進捗管理を⾏い、その結果を
とりまとめ、有識者の意⾒を頂きながら取組み
を着実に推進します。 
 
・保健福祉センターの所⻑はセンターの
設置目的を果たすべく役割を担っており
ます。⼀⽅でセンターや所⻑の担う役割の
重要性は増してきており、今後とも効率的･
効果的な人事配置に努めます。 
・保健福祉総合相談窓⼝は、保健･福祉
サービスの⼀体的提供を目的として設置し
ましたが、的確な対応ができない状況で
今日に至っています。 
 新年度に総合相談窓⼝への電話相談を
本庁へ集約し、電話相談体制の充実を図る
こととしました。各区においては、それに
より生じた時間を窓⼝サービスに振り向
け、市⺠サービスに努めます。 

近 藤 通 信 
公明党千葉市議会 
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全全全全てのてのてのての事業事業事業事業をををを報告報告報告報告できませんができませんができませんができませんが･･･    
皆皆皆皆さんさんさんさんのののの忌憚忌憚忌憚忌憚のないのないのないのないごごごご意見意見意見意見・・・・ごごごご要望要望要望要望をををを    
おおおお聞聞聞聞かせかせかせかせ下下下下さいさいさいさい    

市政に関するご意見･ご要望を 
お聞かせ下さい      近藤 

TELTELTELTEL/FAX/FAX/FAX/FAX        264264264264----5956595659565956    
http://www.komei.or.jp/giin/chibacity/kondo_chizuko/ 

＜＜市政の相談＞＞ 

会計名会計名会計名会計名    予算額予算額予算額予算額    対対対対前年度比前年度比前年度比前年度比    

一般一般一般一般会計会計会計会計    4454億円 0.9％％％％増 

特別特別特別特別会計会計会計会計    4448億 1500万円 4.9％％％％減 

計計計計    8902億 1500万円 2.1％％％％減 

    
    

在宅医療･介護連携支援センターの設置    

・在宅医療と介護の一体的な提供及び連携の強化

を図るため総合保健医療センター内に設置 
（予算額 2100 万円）

認知症初期集中支援チームの増設    

・3 チ ー ム （ 中 央 区 ･稲 毛 区 ･緑 区 ） か ら 

4 チーム体制に 
（予算額 2800 万円）

地域包括ケアシステムの構築･強化     

禁煙の支援    

・市役所敷地内全面禁煙の実施 

・子どもや妊婦への受動喫煙に

よる健康被害を防止するための

助成制度 
（予算額 300 万円）

健康づくりの支援 

    

発達障がい者支援体制強化    

・発達障がい者支援センターの

相談員を 5 人から 6 人へ増員 
（予算額 800 万円）

発達障がい者支援 

    

里親制度の推進    

・新に里親候補者の募集から

里親委託後までの一貫した支援

を実施 
（予算額 2400 万円）

要援護児童等の支援充実 

    
    

子どもルームの整備    

・8 ヶ所の整備 

（緑区１ヶ所･若葉 2･中央２･稲毛 2･美浜 2） 

受入枠 300 人拡大 
（予算額 2億 2600 万円）

待機児童の解消 

    
    

学校施設の環境整備    

・大規模改造、外壁改修、トイレ改修等 
（予算額 58 億 7300 万円）

学校給食費の公会計化    

・小学校給食費を公会計化 
（予算額 83 億 9000 万円）

教育環境の充実 

    
    

産業用地整備支援    

・誉田地区における産業用地整備に合わせ周辺

インフラ整備を支援 
（予算額 10 億円）

産業振興 

市政運営のための 

平成 30 年度予算決まる 

    

スクールカウンセラーを 65 人

→71 人へ増員    

（予算額 1億 1100 万円） 

要保護児童等生徒就学援助    

・就学援助入学準備金を平成 

31 年 4 月小学校入学予定者

から支給月を 3 月へ前倒し 

（予算額 2億 1300 万円） 

児童生徒の支援､充実 


